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Y ukari Shibata 
We examined吐ledi世erencesin practical attainment levels among student nurses attending the following three .training 
progra叩 s:3-week administrative practices (administrative program)， l-week administrative and 2-week industrial practices 
(industrial prograrn).皿 dl-week administrative and 2-week scholarly practices (scholarly program). The survey forms were 
distributed to a to凶 01124lour也gradestudents (66 in 2012田 d58 in 2013) attending也ecommum町 n町 singpractice course of 
the School of Nursing， Osaka City University. Of the total enrolled students， 60 from也e2012 (90.9%) and 46 from出e2013 (79.3%) 
responded. We used吐lequestionnaires provided in the Practical Competency and Performance Goals for Public Health Nurses. and 
Achievement Level Required at Graduation (Minis甘yolHeal也，Labourand Welfare， 2010) 
The result of a one-way ANOV A revealed也atthe students attending也eadministrative program showed signi:fcan吐yhigher 
achievement出anal others on“provide visiting叩 dconsultation support" for individuals and family members. Moreover.吐lose
attending the administrative progr訂nsignificantly demons廿atedhigher achievement也回出oseattending the industrial program 
on“provide support by health education." 
Discussion : We need白rtherinnovations in conducting training programs. in case where it is di血cultfor student nurses to undergo 






































































































































































































|行政実習 |産業主習 学技実習 P憧 |行政実習 |産業主晋 学校実習 P植大項目 中項目
!身ー体掛 精を収神集的し、社会ア小文セ項化ス目的メ個ン面トすかるら客観的 主 2.05 2曲 2.12 n.s 220 Z岨 226 n.s 
こっ 量L、アセスメントする 2.10 2.16 2.1 0.5. Z担 2.4 229 n.s 
自賠且ぴ生活環境(気候・企害等)について情報
2.17 2.32 2.31 叫 232 244 238 札&
l A 地生多的角域活にの的アと憧人セ・廉継ス々続のをメ
を収集し、アセスメントする
|対え、象ア者セ及スぴメ対ン象ト者すのる屠 ら集団を全体として捉 2β2 229 2.17 n.s 2.17 2.3 235 孔S
憧車問題を持つ当事者の視点を踏まえてアセスメ
1.98 2.04 2.1 nふ 2.15 2.60 2.4 P<O.OS*". 
ントする ントする
|系メ統ン的トす組る 蹄収集L 継続吋セス 2.12 2.36 2.17 出 2.32 2.72 2.31 n. 
1 脇市
I ~I隼Lt:I\ll1!"Yセスメント L、地域特性を見出
2.32 2.17 2.20 2.40 2.17 nふ2.17 n.S 課題の明ら す




2.17 1.80 2加 n.S 
決改善輩
2.49 2届 2.76 2.60 n.s を計画立 2.45 263 nふB 
力 案する 地域の顕在的、
2.51 潜在的憧康課 2却 2却 229 n.s 2.59 2.60 凪
題を見出す i蜘改善、憧人康々増の漣持すつる力能(力鵬)を欄見出時すづ内法 2.31 2.40 2.54 n.S 2.4 2.60 2.69 ロふ
2出 l担 1.86 n.S. 2.29 2.16 1.94 n.. 
c nr.>l'i'I'杭・改善に向けた目的・目揮
2.14 2.04 Z崩 n.s Z担 Z岨 2.29 n.S を設定する
固に対する主す 224 2.48 2s7 0.1込 2.41 Z日 Z日 0.5， 提を計画
主を明確にL 2.17 2胡 2s7 nふ 2.34 Z田 2.43 n.s 草する
置空豆型方法 竺 2品 2.4 2.6旧 nふ 2s9 2.60 2.46 n.s 
地域の人々の生命健康、人間としての尊監と揖 2田 1.96 1.97 nふ 222 2.08 2.06 n.S 事jを守る
|地域の 子う 2.12 2.12 2.34 n.. 227 220 2.34 孔S
プフイパシーに配慮し、個人情報の収集・管理を
1.63 I凪 1.49 n.. 1.71 I甜 1.69 n.s 
|適梢切論にt 行う 2.63 I 2.48 I 2.83 I n.s 
2.76 I 2臼 2.86 I n.s 
|地域の， 244 272 2由 日
世里二 こよ 223 I 2日 2日 Ip<O凪**..E D 




いて、憎報提棋をする 2.60 I 2.80 I 2.74 I n.s. I 2.78 I 2阻 3.06 I n.s 家民集 て、憧康課
団・組酷
|ト主当握事者目的と閏に応悟職じ種て社ー 、τ 2.79 I 2.96 I 2.97 皿 2.85 I 2田 3.03 日への継続
的支聾と
個人/家族主接、組酷的アプローチ等を組み合わ 2.71 I 2.84 I 2.94 I n.s. I 2.90 I 2.92 I 3.0 I n.s 協働組
を高める
せて活用する Z田 2.96 I 2.94 I 0.5. I 2.叩 3.0 I 2.7 nふ融活動E
ぴ評晒す
国盟主""''fil!I!IJ，:;ail<-;J.， I 2.14 I 2.56 I 2.17 田 阻 2.72 I 2.31 I 0.5. る能力
E 柚悼m
協曲するためのコミューケションをとりながら 2.12 I 2.36 I 2，出 回 I 2.詔 2.32 2.15 I n.s. 
信頼関揮を築く 253 I 2.64 I 226 I nふ関悟者機関 日と活動目 且.4 I 256 I 2.09 I n.s 
と描画する とも 2.17 I 2.44 I 2.17 I n.s. [ 2.話 2.72 I 2.4 I n.s. 
221 I 2.56 I 220 乱ふ 2.39 I 2.76 I 2.38 I n.S 
こフィードパックする 2.45 I 2.出 2.84 I n.s I 2.61 I 2.96 I 2出 n.s 
アッ |継続¥.t:i1i!I!IJ;!，，.jift.i:M!I<<?'!'JI!f-;J.， I 2.48 I 2.76 I 2sl I n.s I 2.凪 2.92 I 2.71 I n.s. 







大項目 中項目 小項目 行政実習 産業実習 学校実習 P値 行政実習 産業実習 学控室胃 P値
世康危構(感染韮虐持 DV 自韓民害等)
2.90 3.16 2.91 3.10 328 3.06 G への予防輩を講じる nふ n~ι 
憧康危樫管理 生活環境の藍情改善について提案する 2.74 2.92 2.80 ILS. 2.98 旦倒 3.0 ILS. 
の体制を藍え
広域的な憧康危構(虫害感染症等)管理体制を予防置を講じ
整える 3.12 328 3.14 n.s 3.3 3.52 3.31 ILS. る
憧康危構についての予防教育活動を行う 2.95 328 2田 0.5. 3.07 3.40 3.06 0.5. 
瞳康危韓(感染韮虐待 DV.自最良害等) 3.43 328 326 O.S， 141 360 351 ILS に迅速に対応する
E 3 憧康危機情報を迅速に把握する体制を藍える 3.45 3.40 3胡 n.s 3.46 3.48 3.43 ILS 地域の憧 地域の憧廉 H 間部者ー縄問との連絡調整を行い、世割を明確化康危提管 危提管理を 憧康危棋の尭 する 3.3 3.4 3.26 n.s込 3.39 3.64 3.34 O.S. 理能力 千'一丁ワ、 生時仁対応す
る 医寵情報ンステムを効果的に活用する 321 3.40 320 ILS 3.24 3.48 3.43 n.s 
憧康危棋の原因究明を行い、解決・改善置を講じ
3.40 3.48 3.23 3.45 3.64 3.31 る n~ ILS. 
憧康被害の拡大を防止する Z胡 3.5唱 3.21 n.s 3胡 3.68 3.31 回|
I 憧康回寵に向けた主提 (PTSD対応・生活環境の 3剖 3.36 3.29 n.s 3.43 3.4 3.31 
健康危樺藷生 寵興等)を行う
桂からの回握 健康危機への対応と菅理体制を許価L、再構築す 3.40 3.48 3.31 3.53 3.52 3.46 期に対応する る n.s 
活用できる社会費揮と利用上の問題を見出す 2.69 2.80 2.68 ILS 
j 
地域の人々地租融や社会の聖草に主体制に書画で 2.95 2.96 2.94 O.S. きるよう構告と場、方法を提世する
社会費調を闇
地域の人々や関保する部署ー韓関の聞にネット発する
ワー クを構築する 110 328 3凹 ILS 
必要な地核組織やサービスを費i原として開発する 3.17 3.40 3.34 0.5. 
瞳鹿課題の解決のためにシスァム化の必要性をア 2.93 3.24 3.0 セスメントする n.s E 
システム化す 闇梧韓関や地域の人々との協聞によるシステム化 3.10 3.16 323 る の方法を見出す n.s 
4 仕組みが包括的に樺龍しているか評価する 旦19 3.28 3.29 n.s 
百 地域の人々 組職(行政企業学技等)の基本方針基本計地域の憧 の憧廉を毘 画との藍合性を図りながら施策を立案する 305 320 314 ILS 車水準を
高める杜 障するため 抽景の根拠となる法や条例等を理解する 3田 3但 2.83 n.s に、生活と会費掘聞 健康に聞す 施曜化に必要な情報を収集する 2.8 3.0 2お ILS 措 yス
テムi" る社会費踊 し 施輩i"が必要である根拠Jこついて費制bする 324 3.16 1佃 0.5. 
施荒化す の公平な利 施輩化する 施策化の必要性を地域の人々や開帳する部署ー揖用と分配を 3.3 3胡 326 乱&
る能力 恨進する
関に根拠に基づいて説明する
施輩化のために、開帳する部署ー韓関と協議主 3.38 E胡 3.60 0.5. 渉する
地域の人々の特性一ーズに基づ〈施輩を立案す 3.19 3.16 3.23 る n.s 
予算の仕組みを理解し、担拠に基づき予草案を作
3.57 主56 3.74 成する n.s 
M 施曜の実施に向けて関係する部署揖関と協働L、 3.57 3.68 3.63 
社会費揮を管 活動内容と人材の調聾(配置・確保等)を行う
ILS 
理活用する 措置や活動、事業の底果を公表し、説明する 3.52 3.56 3.49 0.5. 
保憧医串福祉サービスが公平・円滑に提位される
3.54 3.56 3.43 ょう継続的に評価改善する n.s 
5 N 
研究減呆を実践に活用し、憧麗課題の解決・改善 3お 3.4 3.34 の方法を生み出す ILs. 保健ー 医療 研究の成果を





社会靖勢知識ー技荷を主体的、継続的に学ぷ 2.83 2.8 2.71 技荷を主体 鮭続的に芋ぷ 0.5. 的な置の
向上龍力 的・継続的 F に学び、実 保憧師として i¥!位師としての責缶を果たしていくための自己の

































































































領域 目的 H25 H24 
行政3週間行政1週間行政3遊間行政1週間
N~23 N~35 N~28 N~30 
育児相談などの育児支援 8 7 3 1 
新生児訪問 17 7 31 10 
低出生体重児のフォロー 10 4 6 8 
乳幼児の発達に関する相談や支援 6 3 5 2 
母子保健 多胎児家族への支援 5 4 l 1 
心身障害児 。 。 。 。
乳幼児虐待予防 。 l l 。
妊婦 1 2 3 2 
計 47 28 50 24 
健診のフォロー、健康管理 。 1 2 。
介護予防サポート 9 2 2 。
成人・高齢者 公害 。 。 。 。
その他 。 。 。 。
言十 9 3 4 。
精神保健
精神障害者への生活支援やサーピス 3 5 2 。
その他 。 。 。 。
感染症・結核 結核・ DOTS 5 2 10 
難病
難病やその他疾患を抱える在宅療養者に 。 1 13 3 
対する支援やサービス調整
その他 その他 。 2 l 。
合計 64 41 80 28 
学生1人当たり経験数 2.8 1.2 2.9 0.9 
表3 学生の実習体験報告数(相談・保健指導)
領域 目的 H25 H24 
行政3週間行政1週間行政3週間行政1週間
N~23 N~35 N~28 N~30 
母子保健 17 9 45 9 
成人・高齢者 9 2 。 。
常設相談 精神保健 l 。 。 。
難病 23 。 21 。
小計 50 11 66 9 
結核 7 。 3 6 
面接相談
発達相談 8 。 2日 8 
ハイリスク妊婦 。 2 。
小計 15 。 25 14 
健康相談 小・中・高等学校 13 25 
保健指導 小・中・高等学校 17 12 
健康相談 事業場 2 25 
保健指導 事業場 27 49 
経験数合計 65 70 91 134 
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